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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　構造材として機能し主鎖を構成するポリマーであり、シロキサン結合を有する相対的に

極性が弱い分子であるバックボーンポリマーと、

　前記バックボーンポリマーに側鎖として共有結合するとともに前記バックボーンポリマ

ーと非相溶性であり、相対的に極性が強い分子である液晶分子と、

　前記バックボーンポリマーのシロキサン結合部分のケイ素と共有結合することで前記バ

ックボーンポリマー間を架橋しているクロスリンカー分子である二官能性のエノイルオキ

シフェニルと、

　からなり、

　等方相において、前記バックボーンポリマーと前記液晶分子との相溶性の悪さから相分

離が生じ、架橋点の周りに前記バックボーンポリマーと前記液晶分子とから球状ミセルが

非対称に形成され、この球状ミセルに許された分極の電界応答による曲がり変形を生ずる

液晶エラストマー。

【請求項２】

　請求項１に記載の液晶エラストマーを用いた人工筋肉。

【請求項３】

　請求項１に記載の液晶エラストマーを用いたアクチュエータ。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】
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